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裏
磐
梯
で
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

被
災
者
を
元
気
づ
け
た
い
と
ネ
ブ
タ
が
山
田
町
へ

大
間
々
と
大
間
、園
児
の
交
流
を
青
年
部
が
橋
渡
し

手
作
り
あ
ん
ど
ん

七
夕
ま
つ
り
を
照
ら
す

７
月
25
日
、
商
工
会
（
吉
川
一
三
会
長
）、
福

島
民
報
社
、
北
塩
原
村
に
よ
る
実
行
委
員
会
主

催
の
「
裏
磐
梯
サ
イ
ク
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
１　
第
30
回
桧
原

（
ひ
ば
ら
）
湖
一
周
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大

会
」
が
、
村
内
の
桧
原
湖

畔
で
開
か
れ
た
。

実
行
委
員
長
の
吉
川
会

長
、
渡
部
世
一
福
島
民
報

社
社
長
、
小
椋
敏
一
北
塩

原
村
長
ら
が
休
暇
村
裏
磐

梯
多
目
的
広
場
で
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
を
行
っ
た
後
、
約
１
０
０
０
人
の
参
加

者
が
広
場
を
ス
タ
ー
ト
。
例
年
は
５
月
に
開
催

し
て
い
た
が
、
今
年
は

東
日
本
大
震
災
の
影
響

で
延
期
さ
れ
た
と
こ
ろ

か
ら
、
震
災
で
村
に
避

難
し
て
い
る
住
民
ら
も

参
加
し
た
。

参
加
者
は
、
雄
大
な

磐
梯
山
を
背
景
に
、
桧

原
湖
一
周
32
キ
ロ
の
コ

ー
ス
を
走
行
し
、
美
し

い
裏
磐
梯
の
風
景
を
満

喫
し
て
い
た
。

商
工
会
青
年
部
（
奈
良
信

幸
部
長
）
は
、
８
月
10
日
、

岩
手
県
山
田
町
で
人
形
ネ
ブ

タ
「
戻
橋
」
の
運
行
を
行
っ

た
。
以
前
か
ら
山
田
町
の
大

浦
小
と
交
流
し
て
い
た
青
年

部
は
、
東
日
本
大
震
災
発
生

後
、
山
田
町
に
支
援
物
資
の

提
供
を
続
け
て
い
る
が
、
被

災
者
を
少
し
で
も
元
気
づ
け

た
い
と
計
画
し
た
。

重
さ
５
０
０
〜
６
０
０

キ
ロ
、
高
さ
４
メ
ー
ト
ル

の
ネ
ブ
タ
は
、
Ｊ
Ｒ
山
田

線
陸
中
山
田
駅
か
ら
出
発
。

山
田
町
の
子
ど
も
約
40
人

が
引
い
た
。

津
波
被
害
が
甚
大
で
、

が
れ
き
が
撤
去
さ
れ
て
閑

散
と
し
て
い
る
町
の
中
心

部
を
、
黄
色
や
赤
い
光
を

放
つ
き
ら
び
や
か
な
ネ
ブ

タ
が
進
む
と
、
大
勢
の
観

衆
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
た
。

８
月
12
〜
17
日
、
商
工
会
青

年
部
（
吉
沢
正
樹
部
長
）
が
青

森
県
大
間
町
を
訪
ね
、
み
ど
り

市
大
間
々
南
幼
稚
園
（
金
子
堅

一
郎
園
長
）
の
園
児
が
手
作
り

し
た
は
り
絵
や
園
の
活
動
を
紹

介
し
た
ア
ル
バ
ム
を
届
け
た
。

「
大
間
々
」
と
「
大
間
」
の

名
前
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、

両
地
区
の
商
工
会
青
年
部
は
昨

年
10
月
か
ら
交
流
を
続
け
て
き

た
が
、
吉
沢
部
長
が
幼
稚
園
児

や
保
護
者
に
も
交
流
を
広
げ
た

い
と
提
案
し
て
い
た
。

７
月
27
日
に
大
間
々
南
幼
稚

園
か
ら
ア
ル
バ
ム
な
ど
を
預
か

り
、
青
森
県
大
間
町
へ
の
訪
問

が
実
現
し
た
。

南
幼
稚
園
の
園
児
は
、
マ
グ

ロ
漁
で
知
ら
れ
る
大
間
町
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
マ
グ
ロ
の
は
り
絵

を
作
っ
た
。
ア
ル
バ
ム
で
は
、

和
太
鼓
の
練
習
や
プ
ー
ル
遊
び

な
ど
園
の
活
動
を
紹
介
し
た
。

金
子
園
長
は
、「
子
供
た
ち
が

実
際
に
大
間
町
に
行
く
こ
と
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
末
長

く
交
流
し
て
い
け
れ
ば
」
と
話

し
て
い
た
。

商
工
会
女
性
部
福
岡
支
部
（
宮

村
純
子
支
部
長
）
は
、
７
月
30
日

〜
８
月
７
日
の
「
ふ
く
お
か
七
夕

ま
つ
り
」
に
際
し
、
に
ぎ
わ
い
創

出
と
住
民
参
加
型
の
ま
つ
り
を
め

ざ
し
、
手
作
り
あ
ん
ど
ん
10
個
を

福
岡
町
内
の
「
ま
ち
づ
く
り
福
岡

工
房
」
に
設
置
し
た
。

あ
ん
ど
ん
に
は
福
岡
町
前
句
連

合
会
（
島
倉
英
彦
会
長
）
に
依
頼

し
た
句
を
書
き
、
女
性
部
員
が
句

に
合
わ
せ
た
夏
ら
し
い
絵
を
描
い

た
。「
復
興
祈
り　
星
に
願
い
を
」

な
ど
と
書
か
れ
た
あ
ん
ど
ん
は
７

月
22
日
に
女
性
部
員
ら
６
人
が
設

置
し
、
ま
つ
り
が
終
わ
る
ま
で
毎

日
日
没
後
に
点
灯
し
て
町
を
明
る

く
彩
っ
た
。

福
島
県
北
塩
原
村
商
工
会

青
森
県
つ
が
る
市
商
工
会
青
年
部

群
馬
県
大
間
々
町
商
工
会
青
年
部

富
山
県
高
岡
市
商
工
会
女
性
部
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防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
定
受
け
て
活
動
強
化

越
前
辛
み
蕎
麦
、
Ｂ
級
グ
ル
メ
参
入
で
ま
ち
お
こ
し

３
年
ぶ
り
に
共
同
店
が
オ
ー
プ
ン
、

観
光
拠
点
に
も

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が
進
む
自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
活
性
化
策
と
し
て
、
警
察
庁
が
本
年
度
新
た
に
実
施
し
て

い
る
「
現
役
世
代
の
参
加
促
進
を
図
る
環
境
づ
く
り
支
援
事
業
」

に
、
商
工
会
青
年
部
（
望
月
隆
之
部
長
）
が
指
定
さ
れ
た
。

こ
の
事
業
は
、
40
歳
代
以
下
の
団
体
な
ど
を
指
定
し
て
物
品

を
提
供
し
、
防
犯
活
動
を
進
め
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
。
平

均
年
齢
37
歳
の
青
年
部
が
２
０
０
７
年
か
ら
部
員
の
事
業
所
の

車
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
、
子
供
を
見
守
る
活
動
を
行
っ
て
き

た
こ
と
が
、
県
内
初
の
指
定
に
つ
な
が
っ
た
。
今
後
は
青
色
回

転
灯
や
パ
ト
ロ
ー
ル
ベ
ス
ト
な
ど
の
提
供
を
受
け
、
青
色
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
も
始
め
る
。

８
月
２
日
に
は
指
定
伝
達
式
が
富
士
署
で
開
か
れ
、
県
警
生

活
安
全
部
の
佐
藤
光
一
参

事
官
が
指
定
伝
達
書
を
望

月
部
長
に
手
渡
し
た
。
佐

藤
参
事
官
は
「
皆
さ
ん
の

活
動
を
県
民
の
防
犯
意
識

向
上
に
役
立
て
て
ほ
し

い
」、
富
士
署
の
青
島
真

範
署
長
は
「
安
全
で
安
心

な
市
を
一
緒
に
作
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
渡
辺
和
成
青
年
部
副
部
長
は
、

地
域
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
防
犯
活
動
に
取
り
組
み
、
更

な
る
参
加
を
呼
び
か
け
る
と
決
意
表
明
を
行
っ
た
。

７
月
15
日
、
県
内
最
大
・
全
国
有
数
の
ソ
バ
産
地
を
Ｐ
Ｒ
し

よ
う
と
、
商
工
会
青
年
部
（
後
藤
寿
和
部
長
）
総
勢
約
１
２
０

人
が
「
あ
な
た
の
蕎
麦
で

辛
み
隊
」
を
設
立
し
た
。

市
内
に
は
、
大
根
お
ろ
し

の
汁
を
だ
し
に
入
れ
、
そ

ば
に
か
け
て
食
べ
る
こ
と

が
定
着
し
て
お
り
、
こ
れ

を
「
越
前
坂
井　
辛
み
蕎

麦
」
と
命
名
。
23
日
に
は

市
内
ハ
ー
ト
ピ
ア
春
江
で

の
「
は
る
え
イ
ッ
チ
ョ
ラ

イ
で
ん
す
け
祭
り
」（
福
井

新
聞
社
後
援
）
で
３
０
０

食
の
試
食
が
行
わ
れ
、
翌
日
か
ら
販
売
も
始
め
た
。

現
在
17
店
舗
が
「
越
前
坂
井　
辛
み
蕎
麦
」
を
提
供
す
る
推

奨
店
と
な
っ
て
お
り
、
11
月
頃
ま
で
に
推
奨
店
マ
ッ
プ
や
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
を
作
っ
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。
年
内
に
は
「
Ｂ
級
ご
当

地
グ
ル
メ
で
ま
ち
お
こ
し
団
体
連
絡
協
議
会
」（
Ｂ
─

１
グ
ラ
ン

プ
リ
を
主
催
。
通
称
「
愛
Ｂ
リ
ー
グ
」）
の
準
会
員
登
録
を
、
来

年
以
降
は
グ
ラ
ン
プ
リ
中
部
予
選
大
会
に
出
場
し
、
大
会
誘
致

を
目
指
す
。

辛
み
隊
隊
長
を
兼
ね
る
後
藤
部
長
は
、
商
工
会
三
国
支
所
で

坂
本
市
長
ら
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
発
足
式
で
「
辛
さ
を
“
Ｒ

指
定
な
し
”“
Ｒ
─
12
指
定
”“
Ｒ
─
15
指
定
”
の
３
段
階
で
提
供

す
る
な
ど
、
遊
び
心
も
あ
ふ
れ
た
取
り
組
み
で
す
。
グ
ラ
ン
プ

リ
な
ど
を
通
じ
て
全
国
に
発
信
し
、
ま
ち
お
こ
し
に
つ
な
げ
た

い
」
と
意
気
込
ん
で
い
た
。

２
０
１
０
年
度
地
域
商
業
活
性
化

事
業
の
一
環
と
し
て
、
商
工
会
が
事

業
主
と
な
っ
た
共
同
売
店
「
野
甫
売

店
」
が
７
月
２
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

伊
平
屋
村
野
甫
区
で
は
08
年
に
共

同
店
が
閉
店
し
、
地
区
と
野
甫
島
を

つ
な
ぐ
野
甫
大
橋
を
渡
り
、
車
で
10

分
ほ
ど
か
け
て
買
い
物
に
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
と
な

っ
て
い
た
。
ま
た
、
台
風

な
ど
で
橋
が
通
行
止
め
に

な
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、

商
工
会
が
自
治
会
や
村
役

場
と
連
携
し
て
店
を
整
備

し
た
。

落
成
式
に
は
沖
縄
総
合

事
務
局
経
済
産
業
部
商
務

通
商
課
の
比
嘉
満
課
長
も

来
島
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

が
行
わ
れ
た
。
伊
礼
幸
雄

村
長
が
「
地
産
地
消
を
促

進
し
、憩
い
の
場
と
し
て
、

ま
た
観
光
拠
点
と
し
て
も

売
店
を
支
え
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
青

年
部
も
エ
イ
サ
ー
を
披
露

す
る
な
ど
３
年
ぶ
り
の
共

同
店
オ
ー
プ
ン
に
花
を
添

え
た
。

静
岡
県
富
士
市
商
工
会
青
年
部

福
井
県
坂
井
市
商
工
会
青
年
部

沖
縄
県
伊
平
屋
村
商
工
会

第
１
６
１
回  

全
国
商
工
会
珠
算
検
定
試
験

１
級
満
点
合
格
者（平

成
23
年
6
月
19
日
実
施
）

若
松
　
恵

北
海
道
音
更
町
商
工
会

珠
算
塾
「
恵
風
舎
」

菊
地
亜
紀
子

茨
城
県
東
海
村
商
工
会

あ
ゆ
み
珠
算
塾

森
田
花
純

埼
玉
県
富
士
見
市
商
工
会

池
田
珠
算
塾

森
田
美
都

埼
玉
県
富
士
見
市
商
工
会

池
田
珠
算
塾

阪
東
怜
奈

静
岡
県
浜
北
商
工
会

内
山
珠
算
塾
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